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柏 )- Nま｡XP (一･方a2 ェ言)a
0
を使い,αを変分パ ラメータとして全エネルギーは
E- B (a2-gaca3- gopa)
となるoここでBは電子の運動エネルギー gac,gopはそれぞれ acousticphonon,opti-
calphonon と電子との相互作用の強さを表わす｡ αは0≦ α≦ 1であって,α-0が
freeな状態,α-1が localizeした状態を示す｡ Eが αのどの値で最小になるかは ,





これまでは phononのエネ/レギーを0にしていたが,振動の量子効果を取 り入れた 議
論を次に行なう｡簡単のために acousticphononだけを考えEinsteinmodelを用いる｡
電子のバンド幅をB,phononのエネルギーをもwo,couplingconst.をgBとする.
γ-加 ｡/Bpgを使って全エネ′レギーをphononの数 Oについてminimize すると,
g -γα(1+了 1｡~α)2
E/B- - (1+20)e-0-ro
となり9 秒′B を gに対 して図示すると図 2の様になる｡ これからみてわかる様にエネ
ルギーは gとともに連続的に変化するが,その状態は o≪0からo≫1-の drasticな
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